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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

全身性強皮症は血管障害、皮膚および諸臓器の線維化を特徴とする自己免疫疾患である。

全身性強皮症患者の末梢血や肺組織には CD8 陽性 T 細胞が浸潤していることは知られて

いるが、その機能はいまだ明確ではない。 

本研究では、全身性強皮症患者および健常者から採取した末梢血エフェクターメモリー

CD8陽性 T細胞の DNAマイクロアレイ解析を行い、強皮症で高発現していた CD226（別

名 DNAM-1）について詳細な検討を行った。その結果、以下の点が明らかとなった。 

１）強皮症ではCD226高発現CD8陽性T細胞が有意に増加（患者50.7%、健常者32.9%）

し、その割合は皮膚硬化および間質性肺病変の重症度に相関していた。 

２）CD226陽性 CD8陽性 T細胞では、線維化促進サイトカインであるインターロイキ

ン 13（IL-13）の産生が亢進していた。 

３）CD226 陽性 CD8 陽性 T 細胞は、ヒト臍帯静脈内皮細胞（HUVEC）に対し細胞傷

害活性を有していた。この細胞傷害活性は抗 CD226抗体で阻害された。 

以上より、CD226陽性 CD8陽性 T細胞は強皮症の病態形成に関与していると考えられ

た。CD226をターゲットとした治療は全身性強皮症に対する有用な治療となり得ると考え

られる。 

本研究に対し、専門的な観点からさまざまな質問を行ったが、当研究者から満足すべき

回答を得た。よって、調査委員合議の結果、最終試験は合格であると決定した。 

 


